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第１章 背景・目的等 第３章 学校施設の目指すべき姿

第２章 学校施設を取り巻く現状 第４章 施設整備の基本方針

安全・安心
な学校施設

づくり

教育・学習
環境の充実

小中一貫教
育の推進

将来必要な施
設規模・機能を
考慮した効率的
な老朽化対策

地域拠点と
しての学校
施設づくり

構造躯体の健全性が確認できた施設について
は、改修によって機能回復・機能向上を図ること
で、より良い状態で長く施設を使っていきます。

１ 背景
本市が保有する公共施設の約６割を占める学校施設は、

91％が築30年以上と老朽化していますが、計画策定にあ
たっては、将来の小中学校の児童生徒数の減少も視野に、
今後の学校施設の整備を検討する必要があります。

２ 目的
本計画は、「計画的保全による長寿命化」の考え方

を取り入れた整備手法への転換を図り、児童生徒の
安全性の確保や適切な教育環境の充実を図ることを
目的に策定するものです。

３ 計画期間
・2020年度から2059年度までの40年間

（１）築年別整備状況
築30年以上の建物が127棟12.5万㎡（91％）で

あり、老朽化が進んでいます。
特に建設が集中しているのが1975年（昭和50

年）から1981年（昭和56年）で、この７年間に延
101棟8.3万㎡を整備しています。

→ピークが集中しており劣化が進行している。

（２）これまでかけてきたコスト
1999年度（平成11年度）から2018年度（平成

30年度）の20年間の事業費は、総額112億円、
年平均5.6億円／年です。

（３）躯体の健全性
コンクリート圧縮強度をみると、13.5Ｎ/㎟以

下である建物が３棟あります。これらは長寿命
化には適さないといえます。

（４）躯体以外の劣化状況
評価結果をみると、施工後20年以上経過した

ものについて、広範囲の劣化が見られます。
劣化が進み早急な対応が必要な部位（Ｄ評価
の部位）がある建物が22棟あります。

建築年度 耐震安全性 長寿命化判定 棟 共用
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(H22

)

2011
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)
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(H24

)
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)
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)

2015
(H27

)

2016
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)
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(H29

)

2018
(H30

)

2019
(R1)

１ 管理教室棟　R4-3523 001 小学校 校舎 RC 4 3,706 1976 S51 43 旧 済 済 1998 25.3 長寿命 A B B C C 68 C A C Ⅲ Ⅲ Ⅰ シート 塗仕上 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○大規模○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 外壁 ○ ○ 空調 ◎ ◎ ◎

２ 教室棟　R4-379 001-4 小学校 校舎 RC 4 379 1979 S54 40 旧 済 済 1998 25.3 長寿命 A A B B B 84 Ⅲ Ⅲ Ⅰ シート 塗仕上 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○大規模○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 空調 ○ ○ ◎

３ 教室棟　R4-2656 001-2 小学校 校舎 RC 4 2,656 1979 S54 40 旧 済 済 1998 23.4 長寿命 A B B B B 77 Ⅲ Ⅲ Ⅰ シート 塗仕上 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○大規模○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 空調 ○ ○ ◎

４ 給食・教室棟　R4-2258 020 小学校 校舎 RC 4 2,258 2008 H20 11 新 A B A A A 93 B Ⅰ Ⅲ Ⅰ シート 塗仕上 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 空調 ○ ○ ○

５ 旧給食室　R1-15 001-3 小学校 校舎 RC 1 15 1979 S54 40 旧 1998 25.3 長寿命 A A B B B 84 A - - - シート 塗仕上 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○大規模○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

６ 屋内運動場　S2-870 010 小学校 体育館 S 2 870 1979 S54 40 旧 済 済 A A A B B 94 Ⅲ - - Ⅲ 金属勾配
サイディン

グ
△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○屋上○ ○ ○ ○ ○ ○ 大規模 ○ ○ ○ ○ ◎

７ プール専用更衣室　R1-12 011 小学校 その他 RC 1 12 1979 S54 40 旧 B C B B C 61 - - - シート 塗仕上 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

８ プール専用便所　R1-18 012 小学校 その他 RC 1 18 1979 S54 40 旧 B C B B C 61 Ⅰ - Ⅰ シート 塗仕上 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

９ プール専用更衣室　R1-12 013 小学校 その他 RC 1 12 1979 S54 40 旧 B C B B C 61 - - - シート 塗仕上 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

１０ プール 小学校 その他 777 1975 S60 44 新 B - - - - - △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
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（１）建物基本情報 （２）躯体の
健全性

（３）劣化状況 （４）仕様 （５）履歴

１．施設整備の実態 現在対象施設：小学校13校、中学校６校 計145棟 13.7万㎡
計画的保全による施設の長寿命化
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現在

1999年度（Ｈ11）～2018年度（Ｈ30） 20年間合計 112億円 （５．６億円／年）５．６億円／年

現在

年間5.6億円／年

これまでかけてきたコスト
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築20年以上 141棟（97%） 13.2万㎡（96%）

対象建物

145棟

13.7万㎡

（年度）

築30年以上 128棟（88%） 12.5万㎡（91%）

築30年以上

4.7万㎡(34%)

築40年以上

7.6万㎡(55%)
築20年以上

0.7万㎡(5%)

築10年以上

0.3万㎡(2%)
築10年未満

0.2万㎡(2%)

築50年以上

0.3万㎡(2%)

築年別整備状況

新耐震基準（昭和57年以降）

43棟（30%） 3.5万㎡（26%）

旧耐震基準（昭和56年以前）

102棟（70%） 10.2万㎡（74%）

小学校 校舎 中学校 校舎 小学校 体育館 中学校 体育館 武道場 幼稚園 寄宿舎 給食センター その他小学校校舎 中学校校舎 小学校体育館 中学校体育館 武道場 給食施設 その他

対象建物
１４５棟

１３.７万㎡

築年別整備状況

旧耐震基準
101棟10.2万㎡（74％）

新耐震基準
44棟3.5万㎡（26％）

第６章 基本的な方針等を踏まえた施設整備の考え方

１ 目標使用年数及び改修周期
対象となるRC造の建物は、公共施設等総合管理計

画の基本方針の一つである「施設の安全確保と維持管
理の効率化」の考え方に基づき、長寿命化を図ります。

この場合、使用年数は、鉄筋コンクリート造で60年、
鉄骨造で45年を標準とし、今後も安全に資産として活
かしきることを念頭に、損傷が軽微な段階で予防的な
修繕を行うとともに計画的な大規模改修を図ります。

さらに築50年前後を迎える時期を目途に躯体等の健
全性が確保できることを前提として、最大80年までの使
用に向けた検討を行います。

２ 改修等の整備水準
長寿命化改修にあたっては、各部位の耐久性を高め

るとともに、省エネ対応や多様な学習形態による活動
が可能となる環境整備に応じることで、今後、30～40年
間、施設を良好な状態で使っていける整備水準とします。

基準とする整備水準は次のとおりとしますが、整備年
度の財政状況や個別の施設の状況に応じて改修内容
を決定します。

・屋上外壁防水・省エネルギー型照明（ＬＥＤ）改修
・給排水衛生設備改修・消防用設備改修
・バリアフリー機能改修・非構造部材耐震化

50年間の整備費用は、年間13.0億円（実績値の2.3倍のかい離）
直近10年間は、年間8.9億円（実績値の1.6倍のかい離）２ 長寿命化のコスト見通しハ

ー
ド

中規模改修

長寿命化
改修

中規模改修

年20 8040竣工 60
経年による機能・
性能の劣化

約80年間

建替え

長寿命化改修の内容

機
能
向
上

• 開口部改修(サッシ交換)
• 内部改修（用途変更・諸室構成の見直し含む）
• 機能向上に伴う設備システム変更・機器交換
（配管・配線類含む）
• ユニバーサルデザイン
• 防災・防犯・トイレ改修
• 省エネ化・高耐久改修

• 防水改修（断熱化）
• 外壁改修（断熱化）
• 電気設備機器交換
• 給排水設備機器交換
• 空調機器交換 等

機
能
回
復

• 躯体補修• 防水改修（断熱化）
• 外壁改修（断熱化）
• 電気設備機器交換
• 給排水設備機器交換
• 空調機器交換 等

機
能
回
復

中規模改修の内容

躯体健全性調査
（長寿命化・建替えの判定）
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現在

10年間総額
89億円対象 19校 145棟 13.7万㎡

（億円）

40年間総額
518億円

8.9億円/年 13.0億円/年

20年間実績値
5.6億円/年

維持修繕費

（1千円/㎡）

長寿命化
改修費
（170千円/㎡）

中規模
改修費
（80千円/㎡）

建替え
（330千円/㎡）

部位改修
・屋上・外壁
・空調・給水
・照明・プール

大規模改修

（耐震補強含む）
増築費

中学校5校
教室空調

小学校11校
教室空調

設計・監理費

1.6倍

2.3倍

50年間総額
650億円

13.0億円/年

（億円）

施設の老朽化に対応し、児童生徒の安全確保と学習・
教育環境の充実に向けて、計画の推進に努めます。

現在

建替えを交えて平準化を図る



第５章 今後整理すべき学校施設の課題と方向性

• 児童生徒数学
級数は現状、
ピーク時（1983
年）の約５割

• 今後、６年間で
現状より17%減
少の見込み。

児童生徒数（過去⇒現在）
３．児童生徒数の変化

児童生徒数（将来推計）

児童生徒数
1983年ピーク

19,253人
2002年ボトム
9,568人

2011年第二のピーク
10,627人 現在

9,374人

現在

中学校
生徒数

小学校
児童数

今後6年間
で1,599人
（▲17%）
減少見込

ピーク時比
▲9,685人
（▲50％）

ピーク時比
▲9,879人
（▲51％）
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児童生徒数総計 児童数総計 生徒数総計

(人)

児童生徒数
現在9,374人

現在

中学校
生徒数
3,176人

2,252人

小学校
児童数
6,198人 4,870人

現在比
▲2,252人
（▲24％）

30年後
7,122人

10年後
7,675人

20年後
7,556人

2,417人

5,258人

2,279人

5,277人
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第２章 学校施設を取り巻く現状

第８章 継続的運用方針

継続的な変化の把握

10年後・20年後の

（将来推計・児童生徒数等）
（地域状況・開発動向等）

変化への柔軟な対応

適正配置

アラーム

ルール化

学区の見直し

増築対応 諸室の見直し

管理面・運営面の見直し

（布佐中学校区等）

（プール施設のあり方等）
（給食施設のあり方等）

（教室不足） （余裕教室等）

２ 推進体制等の整備
学校施設を所管する教育委員会が中心となって推進し

ます。他の施設との複合化等の検討の場合は、資産経営
課をはじめとする関係部署と連携し、検討を進めます。

１ 情報基盤の整備と活用
学校施設の基本情報、工事改修履歴等の一元管理を

行い、施設の長寿命化を計画的に進めることとします。

３ フォローアップ
児童生徒数や地域の開発動向など学校施設を取り巻く

状況を常に把握し、将来変化に柔軟に対応していきます。

第７章 長寿命化の実施計画

１ 改修等の優先順位付け
と実施計画

（１）優先順位の考え方
建物の詳細実態把握より、築年

数、躯体の健全性、躯体以外の劣
化状況、トイレの改修実績を考慮し、
施設の整備計画を整理しました。

長寿命化改修や建替えを行わ
ない建物の劣化には、中規模改修
や部位改修で対応します。

施設整備に関する補助金や起
債については最大限活用すること
とし、単年度負担の一般財源を最
小限に抑えることとします。

（２）今後10年間の整備
計画（案）

2020年度（令和2年度）から2029
年度（令和11年度）までの整備計
画（案）は右表のとおりです。

なお、各年度の状況や小規模校
として適正規模の検討が今後予想
される「湖北台中学校区」について
は、整備内容を見直す可能性があ
ります。

※整備計画（案）の事業費には設
計や工事監理などの費用は含まれ
ておりません。

長
寿
命
化
改
修

建
替
え

中
規
模
改
修

部
位
改
修
（補
助
あ
り
）

部
位
改
修
（補
助
な
し
）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2023
（R5）

2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

2029
（R11）

我孫子中
・教室棟R4-2815
・教室・管理棟R4-2781
・給食室S4-93

湖北台西小
・管理教室棟R3-2764
・普通教室棟R3-614
・普通教室棟R3-761
・普通教室棟R3-760
・普通教室棟R3-651
・渡り廊下S-134

湖北台中
・教室棟R4-3170
・管理教室棟R3-1207
・管理教室棟R3-696
・管理教室棟R3-1410
・渡り廊下S2-60

久寺家中
・管理・普通教室棟R4-2994
・普通・特別教室棟R4-2266

湖北台東小
・管理教室棟R4-2542
・管理教室棟R4-1878
・給食室R1-186
・管理教室棟R4-621

第三小
・管理教室棟R4-2522
・給食室R1-124
・教室棟R3-1328
・教室棟R2-45

第四小
・教室棟R3-585
・教室棟R3-756
・教室棟R3-139
・教室棟R3-1201

並木小
・管理棟
R3-525
・管理棟
R3-1785
・特別・普通
教室棟
R4-3527

第二小
・特別・普通
教室棟
R3-747
・管理教室棟
R4-3098

我孫子中
体育館屋根

湖北台中
柔剣道場外壁

我孫子中
体育館照明

久寺家中
相談室空調

白山中
相談室空調

湖北中
相談室空調

全校の
図書室空調

中学校全校の
職員室空調

小学校全校の
職員室空調

第二小
給水設備

布佐小
給水設備

湖北小
    濾過機

第三小
給水設備

湖北中
給水設備

湖北中
    濾過機

第二小
    濾過機

第三小
    濾過機

第四小
    濾過機

並木小
    濾過機

我孫子中
    濾過機

1.56億円 2.38億円 6.51億円 11.49億円 13.29億円 9.23億円 14.40億円 11.59億円 9.78億円 9.13億円事業費

※整備計画（案）の事業費には設計や工事監理などの費用は含まれておりません。

ソ
フ
ト

２ プール施設のあり方の見直し
今後、大規模改修や改築に多額の費用を要すると

想定されるため、様々な手法の中から最適な方法を
用いて管理・運営を工夫する必要があり、選択肢とし
て現在の施設を引き続き利用、民間施設の利用、隣
接校での共同利用等があります。

プール運営手法の選択にあたっては、児童の水泳
指導の継続を第一に考え、総合的に判断します。

３ 給食施設のあり方の見直し
学校給食施設については、児童生徒数の将来推

計を踏まえて、自校、親子、センターの各方式による
提供方法を含めた給食のあり方を検討していきます。

現在の課題や提供方法の違いによるメリット・デメ
リットを明らかにした上で、トータルコストの比較によ
り整備費用の縮減の視点も加味した検討を進め、
2020年度（令和２年度）に給食のあり方の方針を定
めていきます。

１ 将来変化への対応
（１）適正規模の検討基準の明確化

県道船橋我孫子線

手賀沼

国道６号

JR常盤線

JR成田線

我孫子布佐線

国道６号 JR常盤線

JR成田線
我孫子布佐線

・湖北台中学校区は現在適正規模。
・今後10年以内に３校全てが小規模校化する。
・児童生徒数の変化を注視しながら、適正規

模・適正配置を検討していきます。

久寺家中学校

・布佐中学校区は既に現在３校とも小規模。
・2020年度から保護者や地域住民の方など

を含め広く意見を募りながら、学校施設の
あり方を検討していきます。

白山中学校 我孫子中学校

湖北台中学校

湖北中学校

布佐中学校

根戸小学校

我孫子第四
小学校

並木小学校

我孫子第一
小学校

我孫子第三
小学校

高野山
小学校

我孫子第二
小学校

湖北台小学校

湖北台東
小学校

湖北小学校
新木小学校

布佐南
小学校 布佐小学校

児童生徒数の減少等の現状を鑑み適正規模の検討を
始める基準を設定します。

【適正規模の検討基準】

基準

小学校：12学級（300人）未満

中学校：9学級（300人）未満

小学校：7～10学級（250人未満）

中学校：4～7学級（200人未満）

小学校：6学級（200人）以下

中学校：3学級（110人）以下
③全学年で単学級が予想される 速やかに検討

段階

①我孫子市の適正規模を下回る

ことが予想される
検討準備段階

②複数学年で適正規模を下回る

ことが予想される
検討段階


